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Ⅰ 算数・数学つまずき調査結果と考察 

１．つまずき調査の実施内容 

平成25年 5月下旬、飯山市内の8小学校、2中学校、2高等学校の協力を 

得て実施しました。調査問題と実施時間は(表 1)のように設定しました。 

なお今回の調査では、昨年度同様に、栄村・野沢温泉村・木島平村を含めた4市村内の12小学校、5中学 

校、2高等学校の集計としました。 

（１）つまずき調査の意味から、昨年度

の調査で正答率が低かった問題を今

回も採用しました。(小学校:14 問 

中学校:18問 高校:23問) 

（２）今年度より図形分野の問題も採用 

しました。小学校5年の範囲から「立方体の展開図で重なる辺」(小(15)中(8)高(8))、中学校1年の範囲か

ら「回転体の名称（円錐）」(中(18)高(15))に関する問題を出題しました。 

（３）小中高共通問題から「グラフから割合の変化を読み取る」、中学校の問題から「3位数を文字式で表す」、 

高校の問題から「2次方程式の解の公式」を削除しました。 
 

２．調査結果の概要 

調査人数、得点率(100点換算)の平均と標準偏差は、(表2)のような結果でした。 

 

 

 

 

※年度および実施月によって一部の問題を差し替えてあるので、平均点を単純に比較することには注意が必要です。 
 

３．得点率分布 

小学校・中学校・高校それぞれの得点率分布をグラフ(図1)で示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

＊小学校・中学校・高校のどの段階においても標準偏差が 20 を越え、散らばり度は大きくなっています（表 2）。 

＊小学校では得点率 33 点(15 問中 5 問正答)が 13.5％、中学校では得点率 25 点(20 問中 5 問正答)が 10.0％で最頻値に

なっています。分布は大きく左に寄っており、得点率が高くなるにつれて度数は小さくなっていく傾向が見られます。11月 

調査に向けてつまずきが解消され、最頻値、分布がともに右に移動すること(得点率の上昇)が期待されます。高校は分布

が全体に広がっていることが分かります（図 1）。 

＊今回も 4市村内の小中学校でデータを集計しました。母集団が多いため、より正確なデータを得ることができた 

と思われます。 

 

(表 2) 

本調査は 6年目を迎えました。 

徐々につまずきが解消されている問題

も見られます。今後も「Ｄ-Lines」及び

「３-Ｓｔｅｐプリント」「週末わくわくプリン

ト」の活用によりつまずきが解消される

ことを期待しています。 

(表 1) 

(図 1) 

高校問題

小学６年生 １問
(小高共通) ７問 １５問 １４問 ２０分

中学３年生 ４問 ２０問 １８問 ３０分

高校２年生
１問

(小高共通) １問 ８問 ２５問 ２３問 ４０分

対　象 合計
H24 5月と
共通問題

出題分野
時間

小学校問題 中学校問題

1問
(共通)

８問
(共通)

６問
(共通)

1問
(共通)

 

対　象

実施時期
H23
5月

H23
11月

H24
5月

H24
11月

H25
5月

H23
5月

H23
11月

H24
5月

H24
11月

H25
5月

H23
5月

H23
11月

H24
5月

H24
11月

H25
5月

調査人数 294 297 288 287 315 327 330 310 309 291 229 230 225 221 248
最大値 100 100 100 100 100 95 100 95 100 95 100 100 100 100 100
最小値 0 0 0 0 7 5 10 0 0 5 8 12 0 0 0
平　均 42.2 52.3 40.5 56.1 45.0 41.4 49.1 43.3 51.6 44.9 53.9 56.9 52.0 54.8 51.4

標準偏差 21.8 23.3 22.5 23.9 21.6 20.5 22.8 23.2 24.6 21.4 22.1 24.0 23.6 27.0 22.5

小学６年生 中学３年生 高校２年生
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 訂正版  



＊今年度新たに追加した図形の問題では、「立方体の展開図で重なる辺」の正答率は小学校45％、中学校59％、高校72％、

「回転体の名称（円錐）」の正答率は中学校63％、高校 56％でした(図 2)。 

＊小中学校では正答率が 40％未満の問題数が減少しました。今回が正答率最高となった問題数は、最低となった問題数より 

多く、各学校内での年度をまたいだ指導が生かされてきたのではないかと思われます(表 3)。正答率が 40%未満の問題は、 

さらに指導していくことが必要だと思われます(図 2、図 3)。 

 

４．つまずき調査の問題別正答率 

小学校・中学校・高校の問題別正答率は、次のグラフ(図 2)のようになりました。正答率が 60％以上のも

のと40％に満たないものに注目してまとめると、以下のようになります。 

（１）小学校の結果 

①正答率60％以上の問題 2問 (2)(12) 
②正答率40％未満の問題 4問 

(4) 小数のかけ算のしくみ 15.4×6.5＝154×65÷  c 

(6) 面積の単位換算  12 ＝   2  

(11)単位量あたりの大きさ 花壇の球根の混みぐあい 

(14)正方形の面積と周りの長さ 面積が1002の正方形の周りの長さ 

（２）中学校の結果 

①正答率60％以上の問題 4問 (5)(6)(9)(18) 
②正答率40％未満の問題 7問 
(4) 分数の割り算の立式 1のペンキで塗れる面積 

(10)文字式の計算 

(14)グラフから一次関数の式を求める  
(15)反比例 はに反比例し＝4, ＝-6。＝-8のときの値 

(17)一次関数のの変域 ＝-2-3（-2≦≦4）のの変域 
(19)円柱・円錐の体積比 高さが円錐の1/2の円柱と円錐の体積比 

(20)連立方程式の立式 歩いた時間を分、走った時間を分として立式 

（３）高校の結果 

①正答率60％以上の問題 6問 (1)(3)(5)(6)(8)(22) 
②正答率40％未満の問題 5問 
(7) 正方形の面積と周の長さ 面積が1002の正方形の周りの長さ 

(13)一次関数を見つける  

(14)二次関数の値域 ＝-22（-2≦≦3）の値域 

(20)絶対値を含む計算  

(24)三角比sinθの値 

（４）今年度追加した問題 2問 

①立方体の展開図で重なる辺 

小学校(15) 中学校(8) 高校(8) 

②回転体の名称（円錐） 

中学校(18) 高校(15) 

（５）H23～H25 5月調査での同問比較（3年間の共通問題を抜粋 問題番号は今年度の番号で表記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の正答率が3年間のうちで最高になった問題 今回の正答率が3年間のうちで最低になった問題 

小学校 (2)分数の引き算 (3)分数の足し算 (5)30％引き (8)シュートの割合 

(10)定員の割合 
(9)30％引き (14)正方形の面積と周りの長さ 

中学校 (2)単位換算 (7)正方形の面積と周の長さ (12)式の展開 

(13)二元一次方程式の解 (14)直線のグラフを表す式 (15)反比例 
(3)シュートの割合 (5)30%引き (10)文字式の計算 

高校 (3)(4)(9)(11)(12)(22) (1)(2)(5)(7)(10)(13)(16)(18)(19)(24)(25) 
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△正答率40％未満の問題 

   今年度追加した問題 
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(図 2) 
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(表 3) 
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(図 3) 



＊ほとんどの共通問題では小中高の順に正答率が高くなっていますが、高校でも正答率40％に満たない問題もあります。 

学年さらには小中高をまたいだ内容についての学び直しの機会をとり入れる必要があると思います（図 4）。 

５．小学校・中学校・高校の共通問題の結果 

小学校・中学校・高校の正答率は(図4)のように

なりました。 

（１）小学校と中学校の正答率比較（共通問題7問） 

「段の数と比例する量」の小学校の正答率が、

わずかではありますが中学校の正答率を上回り

ました。他の6問は中学校の方が上回りました。 

（２）中学校と高校の正答率比較（共通問題15問） 

4問で、中学校の正答率が高校の正答率を上回

りました。特に「-32×2-7」という指数を含む四

則計算は昨年に続き中学校が上回っています。 

（３）小学校と高校の正答率比較（共通問題7問） 
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６．階層別正答率結果の分析 （UPP 層:上位 27％、MID 層:中位 46％、LOW 層:下位 27％） 

（１）小学校階層別正答率結果と、階層ごとの正答率の差  

（２）中学校階層別正答率結果と、階層ごとの正答率の差  
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①正答率が最も低かった問題 

UPP・MID 層の最低は「(17)一次関数のの変域」で目立つつま

ずきがあります。LOW層では「(7)正方形の周の長さ」となってい

ます。 

②階層ごとの正答率の差について 

UPP・MID層で最も差がついた問題は「(13)二元一次方程式の解」

でした。MID・LOW層で最も差がついた問題は「(18)回転体の名称

（円錘）」でした。これはLOW層のみのつまずきといえます。 

また、「(20)連立方程式の利用」は UPP・MID 層の差も大きくな

っています。 

（３）高校階層別正答率結果と、階層ごとの正答率の差  
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①正答率が最も低かった問題 

すべての階層で「(14) 2次関数の値域」の正答率が最低でした。

これは昨年と同じ結果です。 

②階層ごとの正答率の差について 

「(20)絶対値の和」は UPP・MID 層の差が大きく、これも大きな

差のつきやすい問題といえます。「(24)三角比」も同様です。 
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①正答率が最も低かった問題 

UPP・MID層において「(14)正方形の周りの長さ」の正答率が最

低でした。LOW層の最低は「(6)単位換算」になります。 

②階層ごとの正答率の差について 

UPP・MID 層で最も差がついた問題は「(9)割合（30％引きの代

金）」でした。 

また「(11)単位量あたりの大きさ（花壇の球根）」は、前年度同

様にMID･LOW層に大きなつまずきが見られます。 

(図 5) 

(図 7) 

(図 6) 
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「段の数と比例する量」だけが、小学校の正答率が高校の正答率を上回りました。 

(図４) 



(図 10) 

Ⅱ 学習意識調査結果と考察 

１．質問に対して肯定的な回答の割合 

学習意識調査の中で、質問の選択肢に順番をつけられる項目 

「①とてもそう思う、②少しそう思う、③あまりそう思わない、 

④まったくそう思わない」について、肯定的な回答(①と②の和) 

の割合を調べました(図 8)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．その他の項目について 

（１）算数・数学で好きな分野と嫌いな分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）休日の家庭学習時間 

 

 

 

 

 
 
本調査の第2回調査（PDCAサイクルの『Check』）は、平成25年 11月に実施予定です。各校における2学期以

降の学力向上の取り組みが結果となって表れてくると思います。ご協力をよろしくお願いします。 

 
小・中・高において28項目からなる共通の学習意識調査を 

行いました。過去の調査の結果とも比較しながら、児童生徒
の実態を明らかにしていくことができます。 

(図 8) 

(図 11) 

＊小学校では、80％（肯定的にとらえていると考

える指標）を超えた項目は、「算数は役に立つ」

「理由も理解する」「他の解法はためになる」「途

中も書く」「授業はよくわかる」「みんなで考え

る方がよい」「練習問題の時間がある」「宿題は

毎日やる」の 8 項目で、昨年度と同様の結果で

した。H22年度から4項目→7項目→8項目→ 

8 項目と推移し、児童の意識が高まってきてい

ます（図8） 。 

＊中学校では、80％を超えた項目は「数学は役に

立つ」「途中も書く」「練習問題の時間がある」

の3項目で、H22年度からの推移は5項目→6項

目→7項目→3項目となりました（図8）。 

＊高校では、80％を超えた項目は、「他の解法はた

めになる」「途中も書く」「みんなで考える方が

よい」の3項目で、H22年度からの推移は2項目

→0項目→2項目→3項目となり、生徒の意識が

高まってきています（図8）。 

＊「発言や質問をする」は他の項目と比較すると

低い数字となっていますが、各校種別に経年変

化を見ると H22 年度から H24 年度にかけては小

学校、中学校、高校とも上昇しており、H25年度

も小学校、高校においてはさらに上昇をしてい

ます。グループ活動を取り入れるなどの授業の

中での工夫が結果として表れてきていると思わ

れます（図9）。 

＊算数・数学で好きな分野、嫌

いな分野は昨年度と同様の結

果となりました。小学校では

好きな分野となっている「図

形」が、中学校では嫌いな分

野となっています。また、小

学校の「数量関係」、中学校の

「関数」、高校の「関数・グラ

フ」は共通して「嫌い」の回

答が「好き」を大きく上回っ

ています（図10）。 

＊休日の家庭学習時間は、高校

では「ほとんどしない」が減

少し、「2 時間以上」が増加し

ました。小学校では引き続き

30％の児童が「ほとんどしな

い」と回答しています（図11）。 
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(図 9) 
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割合、グラフなどに対する苦手

意識が大きいと思われます。 

図形の証明に対す

る苦手意識が大き

いと思われます。 

二次関数のグラフなどに

対する苦手意識が大きい

と思われます。 
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